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統計で見る冷凍食品

　（一社）日本冷凍食品協会が毎年発表する
「冷凍食品に関連する諸統計」をベースに、
冷凍食品業界の全体像を解説する。統計は、
同協会の前身、冷凍食品普及協会時代の昭
和 34年からまとめて発表している。

　令和元年の冷凍食品生産量 159 万 t

（一社）日本冷凍食品協会の調査によれば、
令和元年（１～ 12月）の冷凍食品国内生産
は数量が 159 万 t（前年比 100.6％）、金額
（工場出荷額）は 7131 億円（99.5％）と
前年をわずかに下回ったが平成 29 年以降、
7100 億円台をキープしている。数量は 10
年前に比べると 14.4％の増加、５年前に対
しては 3.6％の増加となった。金額は 10 年
前との比較で 12.0％増加、５年前に対して
は 4.8％の増加となった。
生産数量は統計がスタートした昭和 34年
以降、毎年右肩上がりで急速に伸びてきた
が、平成 11 年から縮小と拡大を繰り返し、
18 年の 154 万 5200t がそれまでの過去最
高。20 年の天洋食品事件で 21 ～ 22 年は
130 万 t 台に落ち込み、23 ～ 24 年に 140
万 t 台に回復、テレビのバラエティ番組で
頻繁に取り上げられたこともあり、25年は
155 万 t と過去最高を更新。さらに 28 年、
29年と過去最高を２年連続で更新した。

　生産は 438 工場、前年比６工場減

国内の冷凍食品生産工場は、令和元年実
績で 438 工場。前年比で６工場減少した。
国内の生産工場数は、10 年前の平成 21
年と比べると 209 工場の減少、５年前の平
成 26年に対して 73工場の減少となってい
る。

　調理食品が生産量の 89.3％占める

令和元年の国内冷食生産の品目別構成比
を見ると、大分類では調理食品の割合が
89.3％と最も大きく、このうちフライ類が
20.4％、フライ類以外が 68.9％。調理食品
に次ぐ農産物は 4.6％を占め、以下水産物
2.9％、菓子類 2.9％、畜産物 0.3％という
構成。これらを前年と比べると、水産物が
4.7％減少したのに対し、北海道の原料生産
が回復した農産物が 1.0％増加した。大半を
占める調理食品が 1.0％増加した。
小分類の品目で前年に対して大きく

増 加 し た の は、 う ど ん（ １ 万 9,243t
増、111.1 ％）、 ハンバーグ（5,211t 増、
108.0％）、卵製品（4,544t 増、111.3％）、
グラタン（4,447t 増、120.4％）など。
減少したのは中華まんじゅう（8,277t 減、

71.0％）、コロッケ（7,962t 減、95.4％）、
カツ（6,030t 減、90.8％）など。（「うち～、
その他の～」を除く）。
　
　１㎏当たりの金額 446 円、前年比５円減

生産額を生産量で割った１㎏当りの金額
は冷凍食品全体で 446 円。前年に比べて５
円下落した。
大分類の品目別で、水産物は 915 円、農

産物は 315 円、畜産物は 590 円、調理食品
は 428 円、菓子類は 741 円。調理食品のう
ちフライ類は 499 円、フライ類以外は 407
円。
小分類の品目の中で１㎏当たりの金額が

最も高かったのは、水産物のその他（1165
円）、次いで貝類（1102 円）、えびフライ（931
円）、えび類（838 円）。一方、最も安かっ
たのは、うどん（151 円）、にんじん（185 円）、
ポテト（205 円）の順。

統計でみる冷凍食品
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有力冷凍食品メーカーの動向

ニチレイ、成長ドライバー創出に取り組む

ニチレイは既存事業の成長に向けて積極
的に設備投資をする一方、長期的視点に立っ
て研究開発や新規事業開発に注力し、新たな
成長ドライバーの創出に取り組む考え。
一環として、食とテクノロジーを融合させ
た「フードテック」に注目し、スクラムベン
チャーズ（米サンフランシスコ市）が主催す
るグローバル・オープンイノベーション・プ
ログラム「Food	Tech	 Studio-Bites!」に参画
すると 20年９月に公表。フードテック関連
のスタートアップ、食産業以外の戦略パート
ナーらと、フードロスやプラスチックごみと
いった社会課題の解決、地球環境保護のため
の植物性たん白の進化などに取り組む。
冷凍食品をメインとする加工食品事業で
は、「食の外部化」の進展や人手不足による
省人化の必
要性から今
後も冷凍食
品の需要は
堅調に推移
すると見て
おり、商品
開発力や業界最大級の生産能力・コスト競争
力、全業態に対応可能な販売網、品質保証体
制などの強みを活かして販売拡大を図る。
ニチレイフーズはウエルライフ事業部を
2020年春に新設し、同事業部に生協営業部、
ウエルネス部、ｅコマース部を設置、成長業
態への対応力強化を図っている。
20年春に家庭用で「極上ヒレかつ」を投
入、秋には「いろいろ使えるピリ辛肉そぼろ」

で “冷凍調味料” という新しいジャンルに挑
戦した。

味の素冷凍食品、事業構造の強化最優先

味の素冷凍食品は 2020～ 22年度の新中
計で「事業構造の強化を最優先」（黒崎正吉
社長）し、次の 23～ 25中計でより高い成
長をめざす考えを明らかにしている。この間
の売上げは「ゆるやかな成長」を想定し、構
造強化に取り組む。
事業構造強化の一環として生産体制の再
構築を挙げ「アセットライト（生産体制の見
直し）と成長投資をバランス良く行う」（黒
崎社長）。中計３年間で過去最高の 390億円
を投じる。そのうち国内 150 億円、海外で
240億円。
20年７月から新組織に切り換えた。国内
統括営業部を設置し、リーダーとして小林匠
常務を置いた。製品戦略部（大竹賢治部長）、
戦略コミュニケーション部（石﨑カロリーナ
真喜部長）、販売マーケティング部（熊田主
道部長）ら各部署も一新。
群馬や埼玉に点在していた研究・開発セン
ターと生産本部生産技術開発部、同品質管理

有力冷凍食品メーカーの動向

 「極上ヒレかつ」

 「フローズンフード テック＆デザイン ステーション」
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